
ラテンを弾くということ 

２０年近く、ギターから遠ざか

っていた時期がある。それは、仕

事が忙しかったこともあったが、

それ以上に、ギターを弾くことが

楽しくなくなったこともあった。 

なぜ、楽しくなくなったか。こ

れは、ギターのせいであった。30

年近く前に購入した加納木魂氏の

ギターを弾きこみすぎた一方で、

ほとんど手入れをしていなかった

ため、フレットに手垢がこびりつ

き、弾いていて曲のノリが悪かっ

たのだ。楽器を大切にしない人は、

上手くならないと言われるが、ま

さしく楽器に仕返しをされた。 

 

それが再び、ギターにはまり始

めたのは、４年前ぐらいか、サイ

レントギターなるものを購入した

ことと、そのいわゆる練習用のギ

ターで、ラテン系のギター曲を弾

き始めたことによる。 

ブラジル等南米のギター曲は、

かつても、自分にとってとても重

要なレパートリーではあったが、

ビラ・ロボスとバリオス（パラグ

アイ）に限られていた。というか、

この二人以外は知らなかった。 

この CD に入っているのは、ピ

アソラ、ラウロ、アヤラ、そして、

ビラ・ロボスである。しかも、ビ

ラ・ロボスの代表的名作より、そ

の３人のギター曲のなんと甘美な

こと。特に、ピアソラの「ロマン

ティック」、アヤラの「前奏曲」身

悶えしそうに悩ましい曲である。

なんとか、楽譜を手に入れ、弾い

てみると、さらに、魅了された。 

 

バッハを始めいわゆるクラシッ

ク曲を弾いているとき、自分の中

にある固定概念があった。それは、

学生時代に影響を受けたハンスリ

ックの音楽美学、構造美学である。

かれは、音楽は建築と一緒で、そ

こにある美は構造美だと断言して

いた（と、思う）。楽譜という設計

図を忠実に再現すれば、そこに音

楽という美が生まれる、自分勝手

な下手な感情をもちこむな。とい

うものであった、というか、その

ように私は解釈していたし、彼の

信奉者でもあった。 

 

しかし、年のせいか、美空ひば

りなんかの演歌の良さがわかって

きた今日この頃、多くの曲は、演

歌的なものであると思い始めてい

る。このアヤラの前奏曲も、お涙

頂戴的な「ど演歌」とはいわない

が、美しくも悲しいストリーの映

画音楽のように感情ドップリにな

ってしまう曲だ。ピアソラの「ロ

マンティック」は、まだ構造美的

な要素を持っていると思われるが。 

そして、サイレントギターでこ

の演歌調の曲を弾くと、これが凄

まじいばかりに、感情移入が簡単

にできてしまう。音出すという作

業から大きく解放され、自分が歌

うそのままの音が出てくれるのが、

この機械（楽器ではないのかも）

のすごいところ。これは、ガット

ギターにマイクをつけた一般にエ

レガットと呼ばれる楽器がもって

いる音の増幅機能の効果ではなく、

特に、ピアノ（小さくという意味

の P）で弾く音を一つの音として

拾い上げるからだろうと思ってい

る。仕組みは知らないが、エレク

トーンのようなデジタル的であろ

うから、音があるかないか、雑音

かそうでないかの違いを「１」「０」

で判断してくれるため、雑音を入

れないようにきちんと弾くという

演奏技術を補ってくれるためと思

われる。ただ、弾きこんでいった

場合、切り捨てられた本来の繊細

さは、当然、失われているため、

きちんと弾けるようになれば、元

の楽器に戻ることになる（と思う）。 

ともかく、このサイレントギタ

ーで、例えば、アヤラの前奏曲を

弾くと、簡単に自己陶酔の世界に

入り込める。（おまけで、後ろにア

ヤラの前奏曲の譜面をつけました

ので、どうぞ弾いて見てください） 

一方、演歌的でない曲とはバロ

ック時代のフーガのような構造美

という建築的な曲であろう。しか

し、フーガも音楽であるからには、

歌うということは共通しているし、

ただ楽譜のとおり弾くだけでは、3

声の流れが聞こえてこない。やは

り、歌わなければいけないのだ。 

ただ、この場合の歌うというこ

とと、演歌をはじめ、バロック時

代のカンタータ等のように、歌に

言葉がくっついているものとは違

うのだろう。構造美、歌、音葉？ 

このあたりも含めて、もう少し、

うだうだと次回以降書き綴ってみ

たい。（続く） 
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ギターCDレビュー from yakateru(第３号) 
第２号では、ちょっと興奮気味に演奏のあり方を綴ってしまいましたが、曲を

弾く面白さは、極端に言えば、演歌調で弾くか、建築調？で弾くかということで
はないかと思っています。そして恐らく建築調で弾くのは、バッロク時代のフーガ
等のポリフォニーの場合なんだろうと思っています。が、どうでしょう・・・・・・・ 

今回は、数年前にギター再開したきっかけになった鎌田氏の CDです 

 



 



 



 

 


